
 

※ R３年、平年は果樹研究センター実測値 

令和４年２月 2 8 日 

下 野 方 梨 組 合 

魚 津 市 農 業 協 同 組 合 

富山県新川農林振興センター 

 

１．開花予測  
 

・「豊水」、「幸水」の開花始めは、平年 

並みと予測されている。  

・新潟気象台発表の１か月予報（2/24）  

では向こう１か月の気温は平年並み～ 

高い、３か月予報（２/25）の４月の気温 

は平年並み～高いと予報されており、開花  

時期は早まる可能性がある。  

 ※最新の開花予測は、富山県園芸研究所ホームページで公開しています。  

  参考にしてください。  http://www.pref.toyama.jp/branches/1661/ 

・本年は、圃場が雪で覆われている日が多く、休眠期の作業に時間がかかっています。

開花までの気温や生育状況に注意し、作業が遅れないよう計画的に進めてください。 

 
２．病害虫防除  

＜防除のポイント＞ 

・休眠期防除は、暖かく風の無い日に実施する。また、併せて耕種的防除を実施し、

化学合成農薬の節減や防除効果の向上を図る。 

・昨年、黒星病の発生が多かった園地では、黒星病の胞子飛散が始まる３月下旬ま

でに、必ず落葉処理とその見直しを行い、病原菌密度の低下に努める。 

・紅粒がんしゅ病は、健全部も含めて被害部分を削り取り、保護剤を塗布する。 
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年次 
豊水  幸水 

開花始  開花始  

R4 

（予測）  
4/16 4/19 

R3 4/3 4/7 

平年 4/15 4/18 

なし管理情報 

・農薬散布時は、近隣に告知するとともに、周辺の他の作物に薬剤が飛散しないように十分  

注意してください。  

・また、使用前に農薬ラベルの登録内容をよく確認して使用してください。  

【果樹研究センター開花予測（R4.2.21 現在）】 



＜問い合わせ先＞JAうおづ 営農課 吉崎 24－9923 
 

３ 今後の管理  

＜ポイント＞ 

・本年は、圃場が雪で覆われている日が多く、休眠期の作業に時間がかかってい

る。開花までの気温や生育状況に注意し、作業が遅れないよう計画的に進める。 

１）短果枝の花芽整理（摘芽） 

（１）作業の目的 

・貯蔵養分の消耗を減らし、葉数を増加させることにより樹勢回復を図る 

・摘蕾、摘果作業の軽減を図る 

・摘心作業にかかる時間を確保する  

 

 

 

 

 

※なお、長果枝の花芽は、摘芽せずに摘蕾を実施する（摘芽すると葉が出ない）。 
 

（２）作業の実際  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４ 農作業安全～いのちを守る作業安全は全てに優先する～ 

 ・農作業で安全を確保することは農業経営を続けていくうえでの要となります。 

 ・作業の安全を確保し事故を発生させないため、日々の作業の中で危険な場所や

作業を把握したうえでその情報を作業者で共有し、必要な対策を講じましょう。 

・万が一事故が発生した場合は、被害を最小限に抑え速やかに作業を再開できる

よう、日頃から対策を検討し備えましょう。 

・今シーズン初めて使う機械（SS、乗用草刈機等）は、使う前に一度点検を行い、

安全に作動することを確認してから使いましょう。 

＜ポイント＞ 

● 花芽の整理は果台を残して指で花芽を落とす要領で行う。 

（ハサミで基部から切除すると、葉が出ない。） 

● この作業で短果枝の花芽数を半分程度にまで減らす。 

● 樹勢の低下した樹を中心に作業を進める。 

果台の最も太い花芽を  

1 つだけ残して、  を  

摘芽する。 


